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佐々長醸造株式会社 代表取締役 佐々木博 さん         

明治３９年に創業以来、「品質第一」をモットーに努力を
重ねて参りました。当社の味噌・醤油は、恵まれた大自
然の中、古い歴史と新しい技術に培われた「こだわり」
の品ばかりです。今後ますます品質の向上と生産設備
の充実を図り、美味しく、安全な製品をお届けするよう
努力を重ねて参りたいと考えております。 

三陸産昆布・岩手県産椎茸使用 
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造
り
ま
し
た
。 

＜三陸産昆布・三陸産鰹節使用 だし香るつゆ ＞ 
【分類】：食品 
【製造者名】：佐々長醸造株式会社 
【製造地】：岩手県花巻市東和町  
【主な原材料】：しょうゆ((本醸造)大豆(岩手県産)、小麦(岩手県産)、食塩)、砂糖、食塩、 
           かつお削りぶし（厚削り）、昆布（岩手県産）、みりん、椎茸（岩手県産）/アルコール、 
           調味料（アミノ酸） 
【内容量】：３８０ｍｌ    
【保存方法】：直射日光を避け常温で保存して下さい   
【賞味期限】：製造日より３６５日 
【ＪＡＮコード】：４５７３３８１１８４５４７         【ＩＴＦコード】：１４５７３３８１１８４５４４ 
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＜味噌蔵のシンフォニー＞ 
味噌造りの伝統は、蔵にあります。 

百余年にも渡り使われ続けてきた木樽が５０
本以上も並ぶ味噌蔵。 
ここが、伝統の岩手田舎みその誕生地です。 

蔵の中では、酵母の動きを活性化させると言
われているクラシック音楽、それもベートーベ
ンの交響曲第６番「田園」が流れています。 

厳選された原料と霊水、そして優雅な環境の
中で極上の味噌が誕生しているのです。 

＜おすすめの食べ方＞ 

盛り蕎麦・ざる蕎麦・蕎麦湯がおすすめです。
つけ汁は、藪蕎麦や田舎蕎麦には２～３倍で、
更科蕎麦では３～４倍でお使いください。 

できるだけ美味しい「水・お湯」でうすめると、よ
り美味しくご利用頂けます。つけ汁には、薬味
は多く入れ過ぎないで、出汁の旨さを感じてお
召し上がりください。 

＜こだわりの水を使用＞ 

日本百名山の一つである、
早池峰山の山麗一帯の
雪溶け水が地下に浸透し、
厚い蛇紋岩層の中で長い
年月をかけて自然の濾過
作用を受けた地下水「早
池峰霊水」。 

当社では、この地下水を
全ての製造において使用
しております。 

出典：佐々長醸造株式会社ホームページ 


